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平 成 ２ ７ 年 度 家 島 地 域 審 議 会 

答 申 に 係 る 市 の 取 り 組 み に つ い て 
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番号 答申項目 説 明 内 容 

１ 地域産業の振興

について 

 

食の名物・特産品等の開発と販売による雇用の創出につ

いては、平成２７年度に家島ウォーク、家島坊勢とれとれ

まつり・カキフェア・いかなごまつり等のイベント開催、

流通作業保管施設の整備、シングルシードマガキ養殖試験、

サザエ、アワビ等の放流事業等を実施しました。また、小

学校や保育所への給食食材として提供するなど地産地消に

も努めています。平成２８年度には、引き続き家島ウォー

ク、家島坊勢とれとれまつり・いかなごまつり等のイベン

ト開催、流通作業保管施設の整備、シングルシードマガキ

養殖試験、サザエ、アワビ等の放流事業及び小学校や保育

所への給食食材としての提供等を予定しています。 

大規模魚礁設置事業の推進と拡充、市の単独投石事業の

復活については、平成２７年度に投石魚礁（約 3,000㎥）、

並型魚礁（鋼製魚礁 1 基、コンクリート魚礁 34 基）、県に

よる投石マウンド（約 72,000㎥）の設置を実施しました。

また、公共・坊勢漁港整備事業においての家島産石材の使

用状況は、砕砂 1,146 ㎥、基礎捨石 6,596 ㎥となっていま

す。平成２８年度には、引き続き投石魚礁、県による投石

マウンドの設置等を予定しており、坊勢漁港整備事業にお

いても家島産石材を使用する予定です。 

 

２ 離島における海

上交通の改善に

ついて 

 

高齢者バス等優待乗車助成事業等における外出機会の公

平性の確保については、７５歳以上の高齢者を対象に、バ

ス優待乗車証（1回 50円）、ＪＲ・山陽電車の優待乗車カー

ド、船舶の優待乗船券（年間 8,000 円分）の４つのうち、

選択されたいずれか１つを交付し、また、要介護３以上の

方にはタクシー助成券（年間 500円券を 16枚）の選択肢を

加えました。その他にも、家島町に住所を有する７５歳以

上の者で、島外の医療機関に通院する方を対象に片道運賃

が 300円割引になる助成券を年間 48枚交付しています。 

心身障害者運賃助成（ふくし切符）制度の継続について

は、家島町に住所を有する障害者手帳所持者（身体は 1 級

から 3級）に対して、片道運賃が半額となる助成券を年間 

12枚（人工透析患者は 156枚）交付しています。平成２８ 
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番号 答申項目 説 明 内 容 

  年度も引き続き現状の内容で事業を実施します。 

離島航路を守るための国への要望については、平成２７

年度に全国離島振興協議会に対し、離島航路に関する補助

要件の緩和として、同一航路に複数事業者が存在する場合

でも補助対象とすることを要望しております。その他にも

離島における燃油類の格差是正、人工透析患者に対する船

舶運賃助成制度の創設、離島における水道施設更新事業に

対する財政支援について要望しており、平成２８年度も引

き続き要望します。 

家島～坊勢島間の離島航路国庫補助申請については、補

助申請に必要な協議会として姫路市地域公共交通会議離島

航路分科会を設置し、平成２７年度に必要な調査を実施い

たしました。今後も早期に国庫補助が受けられるよう取り

組むとともに、補助が受けられるまでの間、業務状態の改

善を図り安定した航路運営を継続させることを目的とし

て、離島航路確保維持事業を実施します。 

 

３ 港湾・漁港施設の

整備について 

 

坊勢漁港奈座地区内の交流拠点施設の早急な整備につい

ては、平成２７年度に基本設計及び費用対効果調査等業務

委託を実施し、平成２８年度には、実施設計業務委託を予

定しています。 

坊勢奈座新港の整備促進については、平成２７年度に物

揚場等上部工整備工事、漁港施設用地等整備工事、ケーソ

ン製作・据付工事等を実施しており、平成２８年度には防

波堤の上部工事や改良工事を予定しています。 

県との連携のもと、家島港・家島漁港の整備促進につい

ては、平成２７年度に真浦地区の排水ポンプを４箇所更新

（水中ポンプ 4基（10→21㎥／分）、発電機等 2基）しまし

た。平成２８年度には、真浦地区において新規１箇所、更

新を２箇所予定しています。 

また、平成２７年度に破風川暗渠工、小田ノ間川測量設

計委託を実施し、平成２８年度には引き続き、破風川暗渠 

工、小田ノ間川の用地買収を予定しています。 
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番号 答申項目 説 明 内 容 

４ 道路の整備促進

について 

道路新設改良事業（生活道路整備事業）、道路維持修繕事

業、道路防災事業の促進については、平成２７年度に東破

風（幼稚園線）の用地、山町線の委託・工事・用地・補償、

鷹ノ浦炭焼線の委託・用地を実施し、平成２８年度には、

東破風（幼稚園線）の委託・工事・補償、赤坂網手線の委

託、山町線の委託・工事・補償、鷹ノ浦炭焼線の委託・工

事・補償予定しています。 

 

５ 福祉のまちづく

りについて 

 

坊勢地区への介護拠点施設及び障害者のための施設整備

への支援については、離島振興法の趣旨を踏まえ、必要な

施設整備をはじめ介護サービスの確保、充実を図るように

取り組んでいくとともに、障害福祉サービス事業所等の設

置については、今後とも事業所設置者の確保に努めます。 

坊勢地区、家島地区への小規模多機能居宅介護事業所整

備への支援については、今後も引き続き離島振興法の趣旨

を踏まえ、介護サービスの確保、充実を図るように取り組

んでまいります。 

 

６ 消防施設・資機材

の整備について 

 

 

 

 地上式消火栓を始めとする消防資機材の確保充実及び消

防団員確保のため分団運営費の充実については、消火栓の

補修及び整備は、市内の配置状況を調査し不足地域及び自

治会等からの要望により実施します。消防資機材は、平成

２７年度に軽四ポンプ積載車の更新、救助用ブーツの支給、

防塵メガネ・防塵マスク・ＡＥＤ・消防用ホースの配備を

実施し、平成２８年度には、軽四ポンプ積載車の更新、耐

切創性手袋・防火衣の配備等を予定しています。 

 

７ 新市建設計画の

遂行と地域振興

について 

 

 

 新市建設計画具体的事業素案に基づく事業のうち未着手

事業の遂行についてですが、道路新設改良事業などについ

ては地元ともよく相談しながら検討を行ってまいります。 

 公営住宅建替事業は小川・日和山住宅については、中山

住宅への集約を検討しています。幼稚園、小中学校、高等

学校の水泳プールは既存施設（家島Ｂ＆Ｇ海洋センター、

坊勢スポーツセンター）を活用します。 
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番号 答申項目 説 明 内 容 

  一般廃棄物処理場新設事業は現在、家島地域での焼却を

停止しエコパークあぼしへ運搬しており新設は予定してお

りません。 

 事業中事業の継続と速やかな完了については、平成２７

年度に道路新設改良事業として加野児童公園線の委託・工

事、東破風線の用地、鷹ノ浦炭焼線の委託・用地、山町線

の委託・工事・用地・補償、宮幼稚園沿南北線の工事・補

償、破風川改修工事（水路工）、保健福祉サービスセンター

大規模改修工事、排水施設整備として真浦地区の排水ポン

プを４箇所更新（水中ポンプ 4基（10→21㎥／分）、発電機

等 2基）、家島中学校・坊勢中学校・坊勢小学校屋内運動場

天井耐震改修等工事、家島小学校運動場整備工事、家島幼

稚園園庭整備工事、坊勢中学校屋内運動場大規模改修等工

事設計委託、家島運動広場テニスコート法面改修工事の実

施設計委託及び工事、ひめじ家島オープンウォータースイ

ミング大会及びカヌー教室、流通作業保管施設整備、坊勢

奈座新港の物揚場等上部工整備工事、漁港施設用地等整備

工事、ケーソン製作・据付工事、並型魚礁設置事業、家島

ウォーク、ぼうぜペーロンフェスタ及び家島町観光花火大

会への助成等を実施しました。平成２８年度には、引き続

き事業を実施していく予定です。 

また、国民健康保険家島診療所の医療体制は医師２名体

制を維持、漁業を活かした新規産業の創出や水産物の名

物・特産品等の開発についても漁業者と一体となって取り

組んでいく予定です。 

家島事務所等、家島地域に勤務する職員数の確保につい

ては、地域事務所の目的や機能を踏まえ、行政サービスが

低下しないよう地域性を踏まえて、適正な人員配置に努め

たいと考えています。離島振興法の活用については、引き

続き家島地域の振興に向けて、庁内関係課において、事業

化の検討が円滑に進むように、離島活性化交付金などの離

島振興に関する情報を適宜、提供していきます。 

 

 


